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担当職員

  
令
和
５
年
度
当
初
予
算
を
可
決

令
和
５
年
度
当
初
予
算
を
可
決

議 員
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令
和
５
年
度
当
初
予
算
案
を
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、全
会
計
総
額
２
７
３
億
円
を
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。審
査
内
容
の
中
か
ら
、主
な
も
の
を
お
伝
え
し
ま
す
。

• 

ふ
る
さ
と
未
来
づ
く
り
協
働
推
進
事
業　
　
２
０
８
４
万
円

• 

地
籍
調
査
準
備
事
業

　
　
　
１
６
１
万
８
０
０
０
円

地籍調査準備事業 とは？

　議会では、公民館のコミュニティセンター化に関する調査の結果、交
付金に関して、人口規模やこれまでの活動実績を踏まえたものとし、積
極的なまちづくり活動が評価されていることを市民が実感できる明確
な算出基準を設定するよう、令和２年６月定例会で提案しました。
　予算の審査に当たり、提案への対応をただす、以下のようなやりとりが
ありました。

ふるさと未来づくり協働推進事業とは？
　住民ニーズを踏まえた地域課題の解決を図るため、各地区のまちづくり
協議会に対して交付金を交付する事業

　地籍調査とは、古い調査記録を基に作られた地図と現況とのずれを改
善することを目的に行う調査。土地のデータが確認されることで、土地
境界トラブルの防止や災害復旧の迅速化など、多くの効果が期待されま
す。
　区画整理事業を優先するために昭和48年度から調査は休止中。専門
的な知識が必要となるため、担当者のスキルアップなど、調査の再開に
向けた準備に関して事業化されました。

議会が提案した内容を予算に
どのように反映したのか。

　当初、令和３年度から交付金の新たな算定基準を
設定し、地域主導の活動の活発化を図る予定であっ
たが、コロナ禍の影響により、交付金予算を執行する
ことも難しい状況に陥ったことを踏まえ、令和３年度、
４年度は新基準の設定を見送った。
　令和５年度も、十分な活動ができないことが予想
され、新たな算定基準を設定しても事業効果は見込
めないと判断したため、地域コミュニティかがやき支
援事業※を別途新設することとした。

※活動の活性化やコミュニティセンターの利活用面を支援するため、コミュニティセンター
　を活用した事業やイベントの開催などに対して補助金を交付する事業

問　
事
業
の
今
後
の
進

め
方
は
。

答　
地
籍
調
査
は
昭
和
44

年
か
ら
開
始
し
、48
年
度

に
休
止
し
て
か
ら
約
50
年

が
経
過
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、ま
ず
は
実
際
に
立
会

い
が
行
わ
れ
る
調
査
の
中

で
、調
査
の
手
順
や
問
題

点
を
把
握
し
た
い
。
調
査

地
点
に
つ
い
て
は
、特
に

人
口
密
度
の
高
い
地
域
に

設
定
さ
れ
る
Ｄ
Ｉ
Ｄ
地
区

と
呼
ば
れ
る
人
口
集
中
地

区
を
中
心
に
考
え
て
い
る
。

主
な
質
疑



手
話
に
対
す
る
理
解
の
促

進
お
よ
び
手
話
の
普
及
を

図
り
、障
が
い
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、す
べ
て
の

市
民
が
相
互
に
人
格
と
個

性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
、

共
生
す
る
地
域
社
会
の
実

現
を
目
指
す
も
の
。

問　
手
話
に
関
す
る
個
別

計
画
の
策
定
等
、手
話
に
関

す
る
施
策
の
推
進
に
向
け

た
今
後
の
取
組
方
針
は
。

答　
現
在
本
市
で
は
、障

が
い
者
を
支
援
す
る
取
組

み
を
進
め
る
た
め
の
基
本

方
針
と
し
て
小
浜
市
障
が

い
者（
児
）福
祉
計
画
を
策

定
し
て
い
る
。今
後
当
計

画
の
改
訂
時
に
お
い
て
手

話
に
関
す
る
施
策
等
を
盛

り
込
む
な
ど
し
、手
話
に

対
す
る
理
解
の
促
進
と
手

話
の
普
及
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

説
明　
手
話
が
言
語
で
あ

る
と
の
認
識
に
基
づ
き
、
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委員会審査の主なもの

予
算
決
算
常
任
委
員
会

（
３
月
補
正
予
算
）

（
仮
称
）新
駅
周
辺
エ
リ
ア

基
本
計
画
策
定
事
業

　
３
０
０
万
円（
減
額
）

説
明　
総
務
省
の「
地
域

活
性
化
起
業
人（
企
業
人

材
派
遣
制
度
）」を
活
用
し

て
、デ
ジ
タ
ル
技
術
活
用

に
よ
る
本
市
の
地
域
課
題

の
解
決
や
業
務
効
率
化
を

強
力
に
推
進
で
き
る
人
材

を
育
成
す
る
も
の
。起
業

人
は
、三
大
都
市
圏
に
所

在
す
る
企
業
等
の
社
員
か

ら
選
定
す
る
。

問　
起
業
人
の
選
定
方
法

と
受
け
入
れ
期
間
は
。

答　
起
業
人
の
確
保
は
各

市
町
村
に
お
い
て
行
う
こ

と
と
な
っ
て
お
り
、本
市

で
は
４
月
に
公
募
す
る
予

定
で
あ
る
。本
市
に
適
し

た
起
業
人
を
３
年
間
受
け

入
れ
た
い
と
考
え
て
い
る

が
、ま
ず
は
令
和
５
年
度

の
事
業
の
効
果
を
検
証
し

た
上
で
、受
け
入
れ
継
続

の
要
否
を
判
断
す
る
予
定

で
あ
る
。

説
明　
若
狭
湾
サ
イ
ク
リ

ン
グ
ル
ー
ト
推
進
協
議
会

（
福
井
県
、嶺
南
６
市
町
で

構
成
）に
よ
る
サ
イ
ク
リ

ン
グ
ル
ー
ト
の
環
境
整
備

と
情
報
発
信
に
取
り
組
み
、

サ
イ
ク
リ
ス
ト
等
の
新
た

な
交
流
人
口
の
拡
大
を
図

る
も
の
。

問　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー

ト
の
選
定
状
況
と
、国
か
ら

ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ク
ル
ル
ー

ト
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
に

よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

答　
指
定
を
目
指
す
ル
ー

ト
は
主
に
海
岸
線
を
走
る

ル
ー
ト
で
、既
に
確
定
し
て

い
る
。国
の
指
定
を
受
け

る
と
全
国
に
そ
の
名
が
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
と

も
に
、統
一
し
た
看
板
や
路

問　
学
校
運
営
支
援
員
と

学
校
生
活
支
援
員
の
配
置

状
況
は
。

答　
学
校
運
営
支
援
員
に

つ
い
て
は
令
和
５
年
度
か

ら
各
校
に
１
名
ず
つ
配
置

で
き
る
よ
う
準
備
し
て
い

る
。学
校
生
活
支
援
員
は

既
に
各
校
に
１
名
以
上
配

置
し
て
お
り
、学
校
規
模

に
応
じ
て
２
名
か
ら
４
名

の
学
校
も
あ
る
。

説
明　
令
和
４
年
度
中
に

北
陸
新
幹
線
の
新
駅
位
置

の
公
表
が
見
込
め
な
い
こ

予
算
決
算
常
任
委
員
会

（
当
初
予
算
）

職
員
の
デ
ジ
タ
ル
ス
キ

ル
の
向
上
を

Ｄ
Ｘ
人
材
育
成
事
業

５
１
３
万
４
０
０
０
円

総
務
民
生
常
任
委
員
会

小
浜
市
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
お
よ
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト

で
交
流
人
口
の
拡
大
を

若
狭
湾
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ル
ー
ト
整
備
事
業

50
万
円

各
校
に
学
校
運
営
支
援

員
の
配
置
を

学
校
生
活
支
援
員
設
置

事
業

３
１
４
８
万
４
０
０
０
円

学
校
運
営
支
援
員
設
置

事
業３

４
１
万
１
０
０
０
円

と
に
伴
い
、事
業
費
全
て

を
減
額
す
る
も
の
。

問　
新
駅
の
位
置
が
公
表

さ
れ
な
い
限
り
当
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
か
。

答　
公
表
前
の
段
階
で
安

易
に
進
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
利
害
関
係
者
等
に
誤
解

を
与
え
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、位
置
の
確
定
を
前
提

と
し
て
慎
重
に
事
業
を
進

め
て
い
く
。

意
見　
事
業
を
少
し
で
も

早
く
前
に
進
め
る
た
め
、現

時
点
で
も
実
施
可
能
な
取

組
み
を
発
想
す
る
こ
と
も

必
要
で
あ
る
。

説
明　
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
が
一
部
改
正
さ

れ
、国
が
定
め
る
基
準
に

従
い
、条
例
で
定
め
る
事

項
と
し
て「
児
童
の
安
全

の
確
保
」が
追
加
さ
れ
、

安
全
計
画
の
策
定
お
よ
び

バ
ス
送
迎
時
の
安
全
管
理

の
徹
底
に
関
す
る
規
定
が

加
え
ら
れ
た
こ
と
な
ど
に

対
応
す
る
た
め
、所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
。

問　
当
条
例
に
定
め
る「
利

用
乳
幼
児
の
送
迎
を
目
的

と
し
た
自
動
車
を
日
常
的

に
運
行
す
る
と
き
に
備
え

る
べ
き
乳
幼
児
の
見
落
と

し
を
防
止
す
る
装
置
」の
想

定
と
、幼
児
が
自
ら
助
け
を

呼
ぶ
訓
練
実
施
の
有
無
は
。

答　
乳
幼
児
の
見
落
と
し

を
防
止
す
る
装
置
に
つ
い

て
は
、送
迎
バ
ス
の
運
転

手
等
が
座
席
の
最
後
列
に

設
置
さ
れ
た
ス
イ
ッ
チ
等

を
押
さ
な
け
れ
ば
エ
ン
ジ

ン
を
停
止
で
き
な
い
よ
う

に
す
る
装
置
な
ど
を
想
定

し
て
い
る
。訓
練
に
つ
い

て
は
、現
在
一
部
の
園
に

お
い
て
、幼
児
が
送
迎
バ

ス
の
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
鳴

ら
す
訓
練
を
実
施
し
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。

小
浜
市
手
話
言
語
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

面
表
示
を
整
備
す
る
こ
と

で
、多
く
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト

に
訪
れ
て
も
ら
え
る
な
ど

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

条
　
例
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【可決した令和 5 年度当初予算】
会計名 前年度予算 令和 5年度 増減率
一般会計 165 億　700 万円 160 億 9,300 万円 ▲ 2.5%
特別会計 73億 5,948 万円 76 億 7,833 万円 4.3%

内訳

国民健康保険 28億 2,831 万円 29 億 4,829 万円 4.2%
後期高齢者医療 4億 7,497 万円 4 億 5,547 万円 ▲ 4.1%
介護保険 35億 2,405 万円 37 億 1,708 万円 5.5%
農業集落排水 4億 7,336 万円 4 億 9,193 万円 3.9%
漁業集落環境整備 5,872 万円 6,550 万円 11.5%
加斗財産区 6万円 6 万円 0.0%
企業会計 34億 5,504 万円 35 億 6,520 万円 3.2%

内訳
水道 9億 126 万円 9 億 6,071 万円 6.6%
下水道 25億 5,378 万円 26 億 448 万円 ２.0%
合計 273 億 2,151 万円 273 億 3,653 万円 0.1%

※端数処理の関係で合計額が一致しないことがあります

【可決した令和 5 年度補正予算】
会計名 即決予算額 3 月補正額 合計
一般会計 160 億 9,300 万円 1 億　641 万円 161 億 9,941 万円
特別会計 76億 7,833 万円 76億 7,833 万円
企業会計 35億 6,520 万円 35億 6,520 万円
合計 273 億 3,653 万円 1 億　641 万円 274 億 4,294 万円

意見書を国へ提出しました
原子力防災対策の充実と地域振興を求める意見書

(令和５年３月16日可決）

　原子力発電所の最大限の活用として60年を超える運転延長が議論されている中、原子力発電等 
エネルギー政策において最大限の安全対策を講じるよう求めるものです。

１　 立地市町と同様の安全・安心の確保が必要な
ことから、立地および周辺地域の枠組みを
見直し、国は一元的に原子力行政に取り組む
こと。

２　 原子力災害時、確実な住民避難実施のため、
定期的な避難訓練と広域避難計画の検証・
見直しを行うこと。また、国と県が協力し早
期に避難道路を整備するとともに、特に舞
鶴若狭自動車道の４車線化(西舞鶴・敦賀間)
を進め、早期に広域避難体制の確立を図る
こと。

３　 使用済核燃料の中間貯蔵、高レベル放射性
廃棄物の最終処分について、一義的責任を
有する国が積極的に対処し、中間貯蔵施設 

については事業者との連携を密にし、県外立
地計画を早期に進めること。

４　 原子力発電施設等立地地域の振興に関する
特別措置法について、国の負担割合を引き上
げるとともに、広域廃棄物処理施設や広域斎
場、公共施設の耐震化に関する事業を補助
割合かさ上げの対象とするほか、不均一課税
対象要件を緩和すること。

５　 電源立地地域の振興に寄与している電源三
法交付金について、運転終了により減少した
交付金の額を従前の水準まで回復させると
ともに、この水準を維持した上で、運転終了
までとなっている交付期間を発電所解体撤
去完了まで延長すること。
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【可決した令和 4 年度補正予算】
会計名 既決予算額 3 月補正額 合計

一般会計 181 億 8,118 万円 1 億 4,903 万円 183 億 3,021 万円
特別会計 76 億 4,301 万円 1 億 7,975 万円 78 億 2,276 万円
企業会計 34 億 8,606 万円 ▲1,070 万円 34 億 7,536 万円

合計 293 億 1,025 万円 3 億 1,808 万円 296 億 2,833 万円

賛成全員で可決、同意した議案等

賛否が分かれた議案等

項目 件         名
採�

決�

結�

果

杉
本　
和
範

東
野　
浩
和

川
代　
雅
和

坂
上　
和
代

熊
谷　
久
恵

竹
本　
雅
之

牧
岡　
輝
雄

藤
田　
靖
人

小
澤　
長
純

今
井　
伸
治

能
登　
恵
子

下
中　
雅
之

垣
本　
正
直

藤
田　
善
平

風
呂　
繁
昭

富
永　
芳
夫

池
尾　
正
彦

賛�

成
反�

対

予算 令和４年度小浜市一般会計補正予算（第 12 号） 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 15 1

多＝賛成多数（可決・採択）　　○＝賛成　×＝反対

項目 件         名 項目 件         名

予算

令和４年度小浜市国民健康保険事業特別会計補正予算
（第５号）

条例

小浜市放課後児童健全育成事業の設備および運営に関する
基準を定める条例の一部改正について

令 和４年度小浜市後 期高齢 者医療特別会計補正予算
（第４号）

小浜市健康管理センターの設置および管理に関する条例の
制定について

令和４年度小浜市介護保険事業特別会計補正予算（第４号） 小浜市農業者健康管理センター設置条例の廃止について

令和４年度小浜市農業集落排水事業特別会計補正予算
（第４号）

小浜市子育て支援センター設置および管理に関する条例の
一部改正について

令和４年度小浜市漁業集落環境整備事業特別会計補正予算
（第４号） 小浜市手話言語条例の制定について

令和４年度小浜市加斗財産区運営事業特別会計補正予算
（第１号）

小浜市廃棄物の処理および清掃に関する条例の一部改正に
ついて

令和４年度小浜市下水道事業会計補正予算（第４号） 小浜市国民健康保険条例の一部改正について

令和５年度小浜市一般会計予算 小浜市水道事業および簡易水道事業ならびに下水道事業の
設置等に関する条例の一部改正について

令和５年度小浜市国民健康保険事業特別会計予算
小浜市立小学校および中学校教育機器、備品等整備基金の
設置および管理に関する条例および三宅茂子基金の設置お
よび管理に関する条例の廃止について

令和５年度小浜市後期高齢者医療特別会計予算 小浜市営体育施設の設置および管理条例の一部改正に
ついて

令和５年度小浜市介護保険事業特別会計予算 小浜市と若狭町との廃棄物（し尿）の処理に関する事務の
事務委託に関する規約の変更について

令和５年度小浜市農業集落排水事業特別会計予算 小浜市個人情報の保護に関する法律施行条例の制定に
ついて

令和５年度小浜市漁業集落環境整備事業特別会計予算 小浜市情報公開条例の一部改正について

令和５年度小浜市加斗財産区運営事業特別会計予算
市会案

小浜市議会委員会条例の一部改正について

令和５年度小浜市水道事業会計予算 小浜市議会の個人情報の保護に関する条例の制定について

令和５年度小浜市下水道事業会計予算 意見書 原子力防災対策の充実と地域振興を求める意見書

令和５年度小浜市一般会計補正予算（第１号）

人事

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
（團野 治和 氏）

条例

小浜市手数料条例の一部改正について 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
（田村 和子 氏）

小浜市特定教育・保育施設および特定地域型保育事業なら
びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準を
定める条例の一部改正について

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
（橋本 長一朗 氏）

小浜市家庭的保育事業等の設備および運営に関する基準を
定める条例の一部改正について

小澤長純議員は議長のため採決には加わっておりません

令和５年第１回定例会の採決結果



　
「
学
校
給
食
に
つ
い
て
」を
テ
ー
マ
に

12
回
の
委
員
会
を
開
催
し
、調
査
・
研
究

を
行
い
ま
し
た
。

　
調
査
に
お
い
て
は
、初
め
に
担
当
課
へ

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、現
在
実
施
し

て
い
る
自
校
給
食
の
現
状
や
課
題
、給
食

費
の
地
域
差
や
保
護
者
負
担
の
課
題
な

ど
を
確
認
し
ま
し
た
。ま
た
、本
市
の
学

校
給
食
の
現
状
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

担
当
者
の
意
見
を
聴
く
た
め
、委
員
会
を

３
班
に
分
け
、市
内
の
全
て
の
小
・
中
学

校
の
現
地
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。そ
の

ほ
か
、嶺
南
市
町
の
学
校
給
食
の
運
営
状

況
を
確
認
し
た
ほ
か
、現
在
学
校
給
食
の

提
供
を
受
け
て
い
る
児
童・生
徒
の
保
護

者
と
の
意
見
交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。 

　
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、学
校
給
食
の

課
題
解
決
に
向
け
て
市
が
取
り
組
む
べ

き
事
柄
と
し
て
、次
の
５
項
目
に
関
す
る

提
案
を
し
ま
し
た
。

• 

給
食
材
料
の
調
達

• 

調
理
現
場
の
処
遇
改
善

•  

給
食
会
計
に
お
け
る
公
会
計
制
度
の

採
用
の
検
討

•  

給
食
費
の
学
校
間
に
お
け
る
公
平
性

の
確
保

• 

調
理
施
設·

設
備
の
計
画
的
な
整
備

　
ま
た
、今
後
の
学
校
給
食
の
在
り
方
に

つ
い
て
自
校
給
食
の
継
続
性
が
課
題
と

な
る
中
、本
市
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

に
合
わ
せ
た
学
校
給
食
の
在
り
方
を
検

討
す
る
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。

　
現
在
、本
市
の
市
税·

公
金
の
一
部
は
、

「
指
定
金
融
機
関·
市
役
所
窓
口
で
の
収

納
」、「
コ
ン
ビ
ニ
納
付
」、「
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
」、

「
口
座
振
替
」、「
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
」の
五
つ

の
方
法
に
よ
り
収
納
し
て
い
ま
す
。
市
税

で
は
そ
の
ほ
か
、納
税
貯
蓄
組
合
に
よ
る
納

税
意
識
の
啓
発
お
よ
び
集
金
な
ど
に
よ
り

確
実
な
納
付
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、国
が
納
税
の
さ
ら
な
る

電
子
化
を
図
っ
て
い
る
ほ
か
、納
税
貯
蓄
組

合
に
つ
い
て
は
、社
会
状
況
の
変
化
に
よ
り

全
国
的
に
組
合
の
解
散
が
進
む
現
状
な
ど

か
ら
、本
市
の
制
度
に
つ
い
て
見
直
し
を
す

べ
き
時
期
を
迎
え
て
い
る
と
考
え
ま
し
た
。

　
「
収
納
方
法
の
多
様
化
」に
つ
い
て
は
、

各
収
納
方
法
の
市
取
扱
手
数
料
等
と
し
て

令
和
２
年
度
決
算
で
年
間
約
２
７
０
万
円

が
支
出
さ
れ
て
お
り
、今
後
さ
ら
な
る
経
費

の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
「
納
税
貯
蓄
組
合
制
度
」に
つ
い
て
は
、

事
務
費
補
助
金
を
各
組
合
に
交
付
す
る
こ

と
に
よ
り
確
実
な
市
税
納
付
の
推
進
を
図

り
、令
和
４
年
３
月
末
時
点
で
１
２
３
の
組

合
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
近
年
組
合
を
解

散
し
た
団
体
か
ら
活
動
内
容
や
解
散
理
由

等
を
聞
き
取
り
、各
組
合
に
よ
り
活
動
実
態

に
違
い
が
あ
る
こ
と
、個
人
情
報
保
護
な
ど

の
問
題
の
顕
在
化
や
組
合
員
の
口
座
振
替

の
普
及
等
に
よ
っ
て
集
金
等
の
実
質
的
活

動
が
な
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
を
理
由
に
自

主
的
な
解
散
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
把
握

し
ま
し
た
。一
方
で
、市
の
収
納
率
に
つ
い

て
は
、納
税
貯
蓄
組
合
が
減
少
す
る
中
に
お

い
て
も
向
上
し
て
い
る
実
態
を
確
認
し
ま

し
た
。

　
今
回
の
調
査
・
研
究
を
踏
ま
え
、今
後
本

市
が
取
り
組
む
べ
き
政
策
等
に
つ
い
て
、議

会
か
ら
執
行
機
関
へ
次
の
３
項
目
を
提
言

し
ま
し
た
。

• 

口
座
振
替
納
付
の
促
進 

•  

納
税
環
境
の
整
備
と
デ
ジ
タ
ル·

デ
ィ
バ

イ
ド
へ
の
対
応 

•  

納
税
貯
蓄
組
合
制
度（
事
務
費
補
助
金

等
）の
廃
止
を
含
め
た
見
直
し
の
検
討 

　
松
崎
市
長
か
ら
は
、「
提
言
内
容
を
踏
ま

え
、し
っ
か
り
検
討
し
て
い
く
」と
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。
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松崎市長に提言書を手渡す小澤議長

調査・議論を重ねました

　
納
税
組
合
制
度
の
廃
止
を
含
め
た
見
直
し
を
！

所管事務調査の結果、市長に提言・提案

両委員会の所管事務調査
の調査報告書は、市議会
ホームページに掲載して
います。

　
自
校
式
を
継
続
か
？ 

持
続
可
能
な
学
校
給
食
を

産
業
教
育
常
任
委
員
会

総
務
民
生
常
任
委
員
会



議
会
運
営
委
員
会

　
議
会
の
運
営
体
制
の
強
化
に
向
け
て
、次
の
三
つ
の
項

目
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。 

①
議
員
定
数
お
よ
び
議
員
報
酬
の
在
り
方
に
つ
い
て

　
令
和
３
年
７
月
９
日
に
議
長
か
ら
諮
問
を
受
け
、慎
重

か
つ
丁
寧
に
議
論
を
進
め
ま
し
た
。
協
議
の
結
果
、議
員

定
数
を
１
人
減
の
17
人
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
判
断

し
、常
任
委
員
会
の
委
員
の
定
数
の
見
直
し
を
含
め
た
常

任
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、議
員
報
酬
に
つ
い
て
は
、報
酬
月
額
を
据
え
置
く

こ
と
と
し
ま
し
た
。 

②
基
本
条
例
の
検
証
・
見
直
し

　
小
浜
市
議
会
基
本
条
例
の
検
証
を
行
い
、そ
の
結
果
を

踏
ま
え
て
検
討
課
題
31
項
目
を
設
定
し
た
上
で
、同
条
例

の
見
直
し
を
含
め
た
検
討
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

③
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
令
和
３
年
の
個
人
情
報
保
護
法
の
改
正
を
受
け
、改
正

法
の
適
用
対
象
か
ら
除
か
れ
る
議
会
が

保
有
す
る
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い

に
関
し
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
、

新
た
な
条
例
の
制
定
に
向
け
た
協
議
を

行
い
ま
し
た
。
条
例
案
は
、令
和
５
年
３

月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

調
査
・
検
討
に
着
手
で
き
な
か
っ
た
、

あ
る
い
は
調
査
・
検
討
す
る
も
結
論
に
至

ら
な
か
っ
た
課
題
が
残
っ
て
い
る
た
め
、

今
後
も
継
続
し
て
検
討
す
る
よ
う
、来

期
の
委
員
会
に
申
し
送
り
ま
す
。

北
陸
新
幹
線
早
期
全
線
開
業
特
別
委
員
会

　

北
陸
新
幹
線
早
期
全
線
開
業
に
向
け
て
の
取
組
み
に
関

す
る
調
査
・
研
究
お
よ
び
北
陸
新
幹
線
全
線
開
業
に
伴
う

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
調
査
・
研
究
を
行
う
こ
と
を
目
的

に
、令
和
元
年
７
月
に
当
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、令
和
３

年
６
月
の
委
員
改
選
を
経
て
、現
在
ま
で
調
査
活
動
を
続

け
て
き
ま
し
た
。

　
全
線
開
業
に
向
け
て
の
取
組
み
に
関
す
る
調
査
・
研
究

で
は
、担
当
課
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
ほ
か
、要
望
活
動
を

国
に
対
し
て
５
回
、Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
対
し
て
１
回
実
施
。 

ま
た
、早
期
全
線
開
業
を
求
め
る
意
見
書
を
国
に
、Ｊ
Ｒ

小
浜
線
の
維
持
・
活
性
化
を
求
め
る
決
議
書
を
Ｊ
Ｒ
西
日

本
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
全
線
開
業
に
伴
う
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
調
査
・

研
究
で
は
、担
当
課
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
ほ
か
、敦

賀
市
と
長
野
県
佐
久
市
へ

の
行
政
視
察
、若
狭
町
議

会
と
の
意
見
交
換
会
を
行

い
、他
自
治
体
の
事
例
な

ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
本
市
議
会
で

は
、北
陸
新
幹
線
全
線
開

業
の
一
日
も
早
い
実
現

と
、新
幹
線
開
業
を
見
据

え
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

推
進
に
向
け
た
取
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
防
災・原
子
力
安
全
対
策
特
別
委
員
会

　

地
震
、風
水
害
な
ど
の

自
然
災
害
や
原
子
力
災
害
、

自
然
災
害
と
原
子
力
災
害

と
の
複
合
災
害
な
ど
に
対

応
す
る
地
域
防
災
対
策
に

関
す
る
調
査
・
研
究
を
目

的
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　

自
然
災
害
に
関
す
る

調
査
・
研
究
と
し
て
、防

災
活
動
に
取
り
組
む
機

運
の
醸
成
や
、ど
の
よ
う

な
活
動
・
訓
練
を
実
施
す

れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
と
い
う
課
題
解
決
の

一
助
に
な
れ
ば
と
、参
考

事
例
集「
地
域
で
取
り
組
む
自
主
防
災
活
動
」を
作
成
し
、

そ
れ
を
活
用
し
た
地
域
防
災
研
修
会
を
開
催
。
ま
た
、先

進
地
で
あ
る
静
岡
県
地
震
防
災
セ
ン
タ
ー
の
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

　

原
子
力
災
害
に
関
す
る
調
査
・
研
究
と
し
て
、関
西
電

力
大
飯
発
電
所
の
現
地
視
察
を
行
っ
た
ほ
か
、東
日
本
大

震
災
の
事
故
か
ら
11
年
が
経
過
し
た
東
京
電
力
福
島
第
１

原
子
力
発
電
所
の
現
地
視
察
を
行
い
、ま
だ
ま
だ
多
く
の

課
題
を
抱
え
る
現
状
を
知
り
ま
し
た
。
ま
た
、関
西
電
力

大
飯
発
電
所
か
ら
市
域
全
体
が
20
㎞
圏
内
に
位
置
す
る
本

市
の
立
場
か
ら
、60
年
超
え
稼
働
の
議
論
も
あ
り
、危
機

感
を
持
っ
て
安
心
・
安
全
を
強
く
求
め
る「
原
子
力
防
災

対
策
の
充
実
と
地
域
振
興
を
求
め
る
意
見
書
」を
提
出
し

ま
し
た
。

全委員で国へ要望（令和４年８月２日、東京都）

研修会の様子（令和４年７月30日、市役所）

議員定数・議員報酬の調査
報告書は、市議会ホーム
ページに掲載しています。
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委員会活動の報告



坂
さ か

上
が み

　和
か ず

代
よ
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おばまの魅力はやっぱり「食」です！

問　
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
脱
却

し
地
域
経
済
の
回
復
や
新

た
な
財
政
需
要
へ
の
対
応

な
ど
が
必
要
で
あ
る
が
、

令
和
５
年
度
の
当
初
予
算

の
編
成
の
考
え
方
な
ど
を

伺
う
。

答　
北
陸
新
幹
線
敦
賀
開

業
を
最
大
限
活
か
し
た
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
、

観
光
と
食
に
よ
る
地
域
内

経
済
循
環
の
創
出
、子
育

て
支
援
や
教
育
環
境
の
充

実
他
、安
全
安
心
に
暮
ら

し
て
い
け
る
ま
ち
を
目
指

し
予
算
編
成
を
し
た
。

問　
令
和
５
年
４
月
に
公

民
館
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
へ
移
行
す
る
が
、

地
域
の
自
主
的
、主
体
的

な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

今
後
、（
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
な
ど
）ど
の
よ

う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
を
目
指
し
て
い
く
の

か
を
伺
う
。

答　
社
会
教
育
施
設
で
あ

る
公
民
館
の
ま
ま
で
は
活

動
の
幅
が
制
限
さ
れ
る
と

考
え
る
。セ
ン
タ
ー
職
員

等
を
対
象
と
し
た
会
議
な

ど
に
お
い
て
、現
場
の
意

見
を
聞
き
セ
ン
タ
ー
の
運

営
を
図
っ
て
い
く
。「
自

分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た

ち
で
つ
く
る
」と
い
う
機

運
が
高
ま
っ
て
い
け
ば
と

考
え
て
い
る
。

問　
小
浜
市
が
全
国
に
先

駆
け
て「
食
の
ま
ち
づ
く

り
」の
取
組
み
を
始
め
て

20
年
余
り
と
な
る
。お
ば

ま
の
最
大
の
魅
力
は「
食
」

で
あ
り
県
内
は
も
と
よ
り
、

県
外
の
方
々
か
ら
も
高
く

評
価
さ
れ
て
い
る
。お
ば

ま
の
食
、「
食
の
ま
ち
づ
く

り
」を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
て

ほ
し
い
。そ
の
取
組
み
に

つ
い
て
伺
う
。

答　
御
食
国
大
使
の
皆
様

や
、食
の
ま
ち
づ
く
り
を

学
ぶ
立
命
館
大
学
食
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
学
部
の
学
生
さ

ん
、本
市
の
食
材
に
よ
る

特
別
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し

て
く
だ
さ
る
京
都
の
有
名

料
理
人
の
皆
様
方
に
お
ば

ま
の
魅
力「
食
」を
発
信

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
は
、

そ
の
利
用
範
囲
を
社
会
保

障・税・災
害
の
３
分
野
で

の
利
用
に
限
る
こ
と
を
規

定
し
て
い
る
が
、こ
の
制
度

が
拡
大
さ
れ
健
康
保
険
証

と
し
て
も
利
用
で
き
る
と

さ
れ
て
い
る
。カ
ー
ド
取
得

の
有
無
で
サ
ー
ビ
ス
に
差

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と

思
う
が
、マ
イ
ナ
カ
ー
ド
で

受
診
し
た
場
合
と
健
康
保

険
証
で
受
診
し
た
場
合
と

で
は
料
金
が
異
な
る
の
か
。

答　
こ
の
４
月
か
ら
、初
診

時
、マ
イ
ナ
カ
ー
ド
で
は
６

円
、保
険
証
で
は
18
円
。再

診
時
、マ
イ
ナ
カ
ー
ド
で
は

０
円
、保
険
証
で
は
６
円
。

調
剤
に
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
で

は
３
円
、保
険
証
で
は
12
円

が
加
算
さ
れ
る
。

問　
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
交

付
率
が
高
い
と
交
付
税
に

影
響
す
る
の
か
。

答　
国
は
、マ
イ
ナ
カ
ー

ド
を
利
活
用
し
た
取
組
み

に
か
か
る
財
政
需
要
が
多

く
生
じ
る
と
想
定
さ
れ
る

経
費
に
つ
い
て
、交
付
率

に
応
じ
て
割
増
し
す
る
考

え
で
あ
る
が
、現
時
点
で

の
本
市
へ
の
影
響
は
明
ら

か
で
は
な
い
。

問　
嶺
南
６
市
町
が
、「
原

発
に
対
す
る
武
力
攻
撃
」

に
備
え
て
、自
衛
隊
の
配

備
を
要
請
し
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
に
し
て
守
っ
て

も
ら
う
の
か
。部
隊
を
配

備
す
る
こ
と
は
逆
に
標
的

を
つ
く
る
こ
と
に
な
り
危

険
性
が
増
す
と
思
う
。武

力
に
は
武
力
の
対
抗
で
は

な
く
憲
法
９
条
に
基
づ
く

外
交
で
の
解
決
し
か
な
い
。

答　
対
話
に
よ
る
不
断
の

外
交
努
力
が
あ
っ
て
こ
そ

平
和
が
維
持
さ
れ
る
と
考

え
る
。し
か
し
、ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
原
発
が
武
力
攻
撃
さ

れ
た
事
実
に
鑑
み
、自
衛

隊
を
配
備
し
原
発
の
防
護

体
制
に
万
全
を
期
す
こ
と

を
国
に
求
め
た
。ど
の
よ

う
に
対
処
し
て
い
く
か
に

つ
い
て
は
極
め
て
機
密
性

が
高
く
国
の
専
管
事
項
で

あ
り
、国
が
判
断
す
べ
き

も
の
で
あ
る
。

マイナカードの健康保険証利用について

風
ふ

呂
ろ

　繁
し げ

昭
あ き

市政を問う !一般質問市政を問う !一般質問
令和５年第１回（３月）小浜市議会定例会

※一般質問の原稿は発言議員が自ら作成しています
氏　名 質　問　項　目

熊谷 久恵 １．100年先の森林環境と里山をどう描くか
２．寄付の取扱いと遺贈寄付の受付について

下中 雅之 １． 北陸新幹線の早期全線開業に向けた取
組み

今井 伸治
１．市民の安全・安心について
２． 小浜線・市内バス路線と北陸新幹線につ

いて

氏　名 質　問　項　目

風呂 繁昭
１．令和５年度当初予算について
２． 公民館のコミュニティセンター化につ

いて
３．おばまの最大の魅力「食」について

坂上 和代
１．マイナカードの健康保険証利用について
２．国民健康保険税の減免について
３．自衛隊の配備要請について

牧岡 輝雄 １．令和５年度の重要要望について

東野 浩和 １．移住推進事業について

杉本 和範 １．働き方改革について
２．ふるさと納税事業の成長戦略

一般質問など、本会議の様子を
動画でもご覧いただけます。
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一般質問

に
か
か
る
財
政
需
要
が
多

く
生
じ
る
と
想
定
さ
れ
る

経
費
に
つ
い
て
、交
付
率

に
応
じ
て
割
増
し
す
る
考

え
で
あ
る
が
、現
時
点
で

の
本
市
へ
の
影
響
は
明
ら

か
で
は
な
い
。

問　
嶺
南
６
市
町
が
、「
原

発
に
対
す
る
武
力
攻
撃
」

に
備
え
て
、自
衛
隊
の
配

備
を
要
請
し
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
に
し
て
守
っ
て

も
ら
う
の
か
。部
隊
を
配

備
す
る
こ
と
は
逆
に
標
的

を
つ
く
る
こ
と
に
な
り
危

険
性
が
増
す
と
思
う
。武

力
に
は
武
力
の
対
抗
で
は

な
く
憲
法
９
条
に
基
づ
く

外
交
で
の
解
決
し
か
な
い
。

答　
対
話
に
よ
る
不
断
の

外
交
努
力
が
あ
っ
て
こ
そ

平
和
が
維
持
さ
れ
る
と
考

え
る
。し
か
し
、ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
原
発
が
武
力
攻
撃
さ

れ
た
事
実
に
鑑
み
、自
衛

隊
を
配
備
し
原
発
の
防
護

体
制
に
万
全
を
期
す
こ
と

を
国
に
求
め
た
。ど
の
よ

う
に
対
処
し
て
い
く
か
に

つ
い
て
は
極
め
て
機
密
性

が
高
く
国
の
専
管
事
項
で

あ
り
、国
が
判
断
す
べ
き

も
の
で
あ
る
。

問　
地
方
移
住
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
背
景
は
。

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
で
、情

報
通
信
技
術
を
活
用
し
た

場
所
や
時
間
に
と
ら
わ
れ

な
い
柔
軟
な
働
き
方
の
拡

大
や
、自
然
環
境
が
豊
か

で
経
済
的
に
も
暮
ら
し
や

す
い
地
方
の
魅
力
に
よ
る

も
の
と
考
え
る
。

問　
移
住
事
業
お
よ
び
移

住
に
つ
な
が
る
事
業
は
。

答　
次
の
よ
う
な
取
組
み

を
行
っ
て
い
る
。

・お
試
し
体
験
住
宅

・ 小
浜
市
住
ま
い
支
援
事

業（
子
育
て
世
帯
等
支
援

型
）

・地
域
お
こ
し
協
力
隊

・小
浜
Ｒ
キ
ャ
ン
プ

・ 小
浜
市
地
域
定
着
奨
学

生
支
援
事
業

　
今
後
も
こ
の
よ
う
な
取

組
み
を
継
続
し
て
い
く
。

問　
移
住
状
況
は
。

答　
令
和
２
年
度
は
12
人

問　
40
代
以
下
職
員
の

早
期
退
職
が
増
加
傾
向

に
あ
る
。
大
切
な
人
材

の
流
出
を
防
ぐ
た
め
の

市
長
の
見
解
は
。

答　
新
た
に
若
い
職
員

の
意
見
を
反
映
で
き
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

等
の
設
置
も
検
討
し
て

い
る
。個
々
の
職
員
が
そ

れ
ぞ
れ
の
能
力
を
発
揮

し
な
が
ら
、仕
事
を
通
じ

て
成
長
し
て
い
け
る
よ

う
な
機
会
を
創
出
す
る
。

で
、Ｕ・Ｉ
タ
ー
ン
の
内
訳

は
６
人
ず
つ
。ま
た
、令

和
３
年
度
は
前
年
同
様
12

人
で
、Ｕ
タ
ー
ン
３
人
、

Ｉ
タ
ー
ン
９
人
。令
和
４

年
度
に
つ
い
て
は
、12
月

末
ま
で
の
集
計
で
は
あ
る

が
32
人
と
な
っ
て
お
り
、

Ｕ
タ
ー
ン
４
人
、Ｉ
タ
ー

ン
28
人
で
移
住
者
が
増
え

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

問　
移
住
者
と
地
元
住
民

の
相
互
理
解
の
必
要
性
は
。

答　
自
分
と
は
異
な
る
価

値
観
を
持
つ
者
に
対
し
て

敬
意
と
共
感
を
持
ち
、寛

容
に
受
け
止
め
る
こ
と
が

大
切
と
考
え
、今
後
も
信

頼
関
係
を
築
く
施
策
を

行
っ
て
い
く
。

問　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ

た
移
住
事
業
も
必
要
と
考

え
る
が
。

答　
若
い
世
代
で
地
方
移

住
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て

お
り
、テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど

の「
転
職
を
要
し
な
い
移

住
」が
現
実
的
な
も
の
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
世
代
に
小
浜
市
に
移

り
住
み
た
い
と
感
じ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
事
業
展

開
が
必
要
と
考
え
る
。

問　
伸
び
悩
む
ふ
る
さ

と
納
税
。
庁
内
連
携
し

若
手
の
能
力
も
発
揮
で

き
る
10
億
円
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
つ
く
る

な
ど
成
長
戦
略
は
。

答　
寄
附
額
に
応
じ
た

電
子
商
品
券
が
そ
の
場

で
付
与
さ
れ
、市
内
決

済
に
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
る「
旅
先
納
税
」や

「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」

に
取
り
組
み
、小
浜
市
の

フ
ァ
ン
を
獲
得
し
、地
域

活
性
化
お
よ
び
自
主
財

源
の
さ
ら
な
る
確
保
に

つ
な
げ
た
い
。

今後の移住推進事業の考えを問う

ふるさと納税寄附 10億へ！ 杉
す ぎ

本
も と

　和
か ず

範
の り

問　
北
陸
新
幹
線
の
駅
位

置
公
表
の
遅
れ
に
よ
り
新

駅
周
辺
整
備
計
画
が
進
ま

な
い
中
、Ｊ
Ｒ
小
浜
駅
の

立
地
機
能
を
生
か
し
た
整

備
を
先
行
で
き
な
い
か
。

答　
小
浜
駅
と
そ
の
周
辺

整
備
に
つ
い
て
は
、こ
れ

ま
で
Ｊ
Ｒ
小
浜
駅
の
ト
イ

レ
改
修
、小
浜
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の

整
備
を
は
じ
め
、ま
ち
の

駅
旭
座
や
鯖
街
道
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
整
備
を
進
め
て

き
た
。ま
た
、観
光
客
等

を
市
街
地
に
ス
ム
ー
ズ
に

誘
導
す
る
小
浜
縦
貫
線
の

整
備
の
ほ
か
、小
浜
西
組

重
伝
建
地
区
を
含
む
ま
ち

な
か
地
区
の
道
路
舗
装
の

高
質
化
や
、建
物
修
景
等
、

周
遊・着
地
型
観
光
の
実

現
に
向
け
、各
種
事
業
に

取
り
組
ん
で
き
た
。小
浜

駅
に
つ
い
て
は
、北
陸
新

幹
線
敦
賀
開
業
に
合
わ
せ

待
合
室
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

工
事
を
行
い
、コ
ワ
ー
キ

ン
グ
ス
ペ
ー
ス
や
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
、デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ 

ー
ジ
の
設
置
に
よ
り
駅
機

能
を
強
化
し
、さ
ら
に
は

小
浜
縦
貫
線
第
二
期
工
事

の
整
備
に
取
り
組
む
な
ど
、

今
後
も
小
浜
駅
を
含
め
た

市
街
地
の
回
遊
性
を
高
め

る
整
備
に
取
り
組
む
。

問　
小
浜
に
来
や
す
い
移

動
手
段
や
周
遊
観
光
の
取

組
み
は
。

答　
Ｊ
Ｒ
小
浜
線
と
北
陸

新
幹
線
等
と
の
接
続
の
良

い
ダ
イ
ヤ
設
定
や
列
車
の

複
便・増
便
、列
車
の
運

行
間
隔
が
広
い
時
間
帯
を

補
う
直
行
バ
ス
の
運
行
等

を
検
討・協
議
し
て
い
く
。

市
内
周
遊
な
ど
移
動
環
境

に
つ
い
て
は
、貸
し
切
り

観
光
タ
ク
シ
ー
の
支
援
拡

充
、各
駅
で
乗
り
捨
て
可

能
な
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
、

レ
ン
タ
カ
ー
、レ
ト
ロ
バ

ス
の
運
行
に
加
え
、観
光

地
を
巡
る
バ
ス
運
行
等
の

検
討
を
進
め
る
。ま
た「
Ｍ

ａ
ａ
Ｓ
」な
ど
新
技
術
の

開
発・導
入
に
つ
い
て
も

関
係
者
と
協
議・検
討
を

す
る
。

ＪＲ小浜駅の立地機能を生かした取組み 牧
ま き

岡
お か

　輝
て る

雄
お
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下
し た

中
な か

　雅
ま さ

之
ゆ き

今
い ま

井
い

　伸
し ん

治
じ

一日も早い北陸新幹線早期全線開業を！

市民の安全・安心を守る

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
や
環
境

影
響
評
価
の
手
続
き
が
遅

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ

り
、北
陸
新
幹
線
敦
賀・

新
大
阪
間
の
令
和
５
年
度

当
初
の
着
工
が
先
送
り
と

な
っ
た
。ル
ー
ト
や
駅
位

置
が
決
定
し
な
い
段
階
で
、

新
駅
開
業
を
見
据
え
た
小

浜
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
対

す
る
考
え
を
伺
う
。

答　
今
年
度
は
駅・ル
ー

ト
の
公
表
を
想
定
し
て
、

北
陸
新
幹
線
全
線
開
業
を

活
か
し
た
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、新

駅
周
辺
エ
リ
ア
基
本
計
画

の
着
手
を
予
定
し
て
い
た

が
、駅・ル
ー
ト
の
公
表
が

遅
れ
て
い
る
現
状
を
踏
ま

え
、基
本
計
画
の
着
手
を

来
年
度
に
先
送
り
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。基
本
計
画

は
、駅
位
置
を
中
心
に
造

成
区
域
や
ア
ク
セ
ス
道
路

等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
区
域

問　
昭
和
28
年
13
号
台

風
に
つ
い
て
問
う
。

答　
昭
和
28
年
９
月
、南

川
、北
川
な
ど
の
河
川
が

氾
濫
、堤
防
の
決
壊
、山
崩

れ
等
で
死
者・行
方
不
明

41
人
、流
失
家
屋
１
２
０

戸
、全
壊
２
０
０
戸
他
、河

川
、鉄
道
、道
路
、橋
梁
、

農
林
漁
業
等
に
大
き
な
被

害
が
出
た
。

問　
遭
難
者
慰
霊
碑
に

つ
い
て
問
う
。

答　
碑
文
を
読
ん
で
、悲

し
い
台
風
13
号
災
害
を
思

い
起
こ
す
と
と
も
に
、こ

の
大
災
害
か
ら
郷
土
再

建
を
さ
れ
て
き
た
先
人

の
底
力
を
感
じ
た
。時
が

経
ち
、日
常
生
活
が
戻
る

と
、被
災
の
記
録
は
薄
れ

が
ち
に
な
る
。来
る
べ
き

災
害
に
立
ち
向
か
う
に

は
、過
去
の
教
訓
か
ら
学

ぶ
こ
と
は
必
要
不
可
欠

で
あ
る
。市
民
の
生
命・

財
産
を
守
る
た
め
に
、災

を
明
ら
か
に
し
て
策
定
す

る
こ
と
か
ら
、地
域
や
土

地
所
有
者
な
ど
利
害
関
係

者
の
理
解
を
得
な
が
ら
合

意
形
成
を
図
る
必
要
が
あ

り
、市
民
の
皆
様
に
誤
解

や
混
乱
を
与
え
な
い
よ
う
、

駅
位
置
の
公
表
を
待
っ
て

慎
重
に
進
め
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問　
今
後
、国
や
関
係
機

関
に
対
し
要
望
す
る
に
あ

た
り
、敦
賀
以
西
の
着
工

時
期
や
全
線
開
業
時
期
に

対
す
る
考
え
を
伺
う
。

答　
駅・ル
ー
ト
の
公
表

と
着
工
時
期
お
よ
び
全
線

開
業
時
期
は
小
浜
市
の
ま

ち
づ
く
り
に
と
っ
て
最
も

重
要
な
要
素
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、明
確
な
開

業
時
期
等
を
掲
げ
る
こ
と

が
地
域
の
期
待
と
機
運
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、国
に
対
し
、駅
・

ル
ー
ト
の
位
置
と
着
工
時

期
お
よ
び
全
線
開
業
時
期

を
早
期
に
示
す
よ
う
強
く

求
め
る
と
と
も
に
、県
や

沿
線
市
町
と
連
携
し
て
早

期
全
線
開
業
に
向
け
、全

力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

害
の
記
憶
を
風
化
さ
せ

ず
、今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な

防
災
へ
の
取
組
み
を
し

て
い
く
。

問　
南
川
に
つ
い
て
問
う
。

答　

南
川
に
つ
い
て
は

河
川
整
備
計
画
の
策
定
に

は
至
っ
て
い
な
い
が
、過

去
の
災
害
を
踏
ま
え
る

と
、南
川
に
お
け
る
治
水

安
全
度
の
向
上
は
極
め
て

重
要
で
あ
り
、現
在
も
堤

防
強
化
や
し
ゅ
ん
せ
つ

な
ど
の
災
害
対
策
が
図
ら

れ
て
い
る
が
、今
後
も
引

き
続
き
対
策
を
進
め
る
と

と
も
に
、河
川
整
備
計
画

の
策
定
に
向
け
て
、県
に

強
く
求
め
て
い
く
。近
年

の
水
害
の
激
甚
化・頻
発

化
に
備
え
、流
域
全
体
で

水
害
を
軽
減
さ
せ
る
た
め

の「
流
域
治
水
」を
計
画

的
に
推
進
す
る
た
め
、県

や
国・市
な
ど
で
構
成
す

る「
福
井
県
二
級
水
系
流

域
治
水
協
議
会
」が
設
立

さ
れ
た
。南
川
を
対
象
と

し
た
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
、

そ
れ
に
基
づ
き
県
な
ど
と

一
体
と
な
り
流
域
治
水
を

推
進
し
て
い
く
。

問　
山
林
の
現
状
と
課
題
。

答　
市
の
総
面
積
の
約
８

割
１
９
１
㎢
の
う
ち
民
有

林
は
１
８
４
㎢
。そ
の
４

割
が
人
工
林
で
あ
る
が
、

情
勢
変
化
に
よ
り
経
営
困

難
に
。一
部
で
は
森
林
組

合
等
に
よ
り
間
伐
さ
れ
る

も
天
然
林
ま
で
の
管
理
は

困
難
。水
源
涵
養
や
土
砂

災
害
防
止
等
の
機
能
維
持

と
担
い
手
確
保
が
課
題
。

問　
山
林
所
有
者
へ
維
持

管
理
や
森
林
経
営
の
意

向
調
査
の
計
画
は
。

答　
民
有
林
の
う
ち
県
や

市
と
施
業
契
約
が
あ
る
所

か
ら
開
始
し
順
次
地
域
へ

調
査
拡
大
。区
や
地
域
と

連
携
し
森
林
経
営
を
検
討
。

問　
売
却
の
懸
念
と
対
策
。

答　
無
縁
な
企
業
等
へ
の

売
却
が
、今
後
の
森
林
施

業
の
障
害
に
な
る
事
を
懸

念
。地
域
で
十
分
に
協
議

し
地
縁
団
体
へ
の
所
有
権

移
転
や
地
上
権
の
設
定
な

ど
の
方
法
も
あ
る
。

問　
市
民
提
案
に
よ
る
森

林
環
境
譲
与
税
の
活
用
は
。

答　
里
山
再
生
の
為
の
市

民
協
働
事
業
に
は
可
能
。

問　
百
年
先
へ
続
く
森
林

環
境
と
里
山
を
ど
う
描
く
。

答　
森
林
は
循
環
型
社
会

の
貴
重
な
資
源
で
あ
る
。

計
画
的
な
維
持
管
理
お

よ
び
多
面
的
機
能
を
回

復
、向
上
さ
せ
て
次
世
代

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問　
先
人
の
思
い
が
市
政

の
支
え
に
。こ
れ
ま
で
の

寄
付
の
取
り
扱
い
は
。

答　
文
化
会
館
建
築
時
に

約
３
７
０
の
企
業・個
人
よ

り
約
３
１
０
０
万
円
あ
り

名
簿
で
管
理
。個
人
か
ら
の

高
額
寄
付
は
基
金
と
し
教

育・福
祉
の
充
実
へ
活
用
。

今
年
度
の
寄
付
は
総
額
約

４
３
０
万
円
。社
会
福
祉

事
業
や
介
護
保
険
事
業
の

推
進
、学
校
教
育
振
興
の
各

基
金
へ
積
み
立
て
し
活
用
。

問　
生
前
の
遺
贈
寄
付
の

受
付
検
討
を
。

答　
地
方
公
共
団
体
へ
の

遺
贈
寄
付
は
相
続
税
が
免

除
と
な
る
。相
談
が
あ
れ

ば
総
務
課
で
対
応
す
る
。

私たちの意識と行動が未来をつくる 熊
く ま

谷
が い

　久
ひ さ

恵
え

一般質問



　６月定例会の日程については、決定 
次第、小浜市議会ホームページで 
お知らせします。

⑪　おばま市議会だより　2023.5.25　№ 175

❖ 議会活動日誌 ❖ （主な活動のみ掲載しています）

今号の表紙
ストロベリーキャンドル（加茂）

イチゴのような赤い花が田んぼ一面を彩り、
訪れた人の目を楽しませていました。

1 月
日 曜 行事等内容
5 木 消防出初式
6 金 広報委員会、小浜商工会議所新春議員懇親会
8 日 小浜市はたちのつどい2023
10 火 北陸新幹線早期全線開業特別委員会、全員協議会
11 水 議会運営委員会、若狭交通安全祈願式

12 木 広報委員会、北陸新幹線早期全線開業を求める
緊急中央要望（東京都）～13日

20 金 産業教育常任委員会
23 月 視察受入れ（静岡県三島市）

24 火 政策討論会、福井県原子力環境安全管理協議会
（敦賀市）

30 月 議会運営委員会、総務民生常任委員会

2 月
日 曜 行事等内容
1 水 嶺南広域行政組合議会行政視察（広島県）～２日
3 金 福井県市議会議長会定期総会（敦賀市）
6 月 議会運営委員会
7 火 全員協議会、産業教育常任委員会
8 水 若狭消防組合議会管内視察
9 木 政策討論会、北陸新幹線早期全線開業特別委員会
13 月 議会運営委員会、産業教育常任委員会
14 火 全員協議会
15 水 新・健康管理センター整備事業現地視察
16 木 広報委員会

17 金 若狭消防組合議会定例会、公立小浜病院組合議
会経営改善業務報告会

20 月 令和５年第１回（３月）定例会、予算決算常任委
員会全体会

21 火 令和５年第１回（３月）定例会、予算決算常任委
員会全体会

22 水 公立小浜病院組合議会、産業教育常任委員会と�
市民との意見交換会

24 金 総務民生常任委員会・分科会
27 月 総務民生常任委員会・分科会
28 火 産業教育常任委員会・分科会

3 月
日 曜 行事等内容
1 水 産業教育常任委員会・分科会

2 木 議会運営委員会、奈良市お水送り親善使節団歓
迎会

3 金 地域防災・原子力安全対策特別委員会
6 月 総務民生常任委員会
7 火 議会運営委員会、産業教育常任委員会
9 木 政策討論会、全員協議会
10 金 北陸新幹線早期全線開業特別委員会
12 日 お水取り親善訪問（奈良市）～13日
14 火 議会運営委員会、産業教育常任委員会

15 水 令和５年第１回（３月）定例会（一般質問）、全員
協議会

16 木 令和５年第１回（３月）定例会（一般質問）、総務
民生常任委員会

17 金 予算決算常任委員会全体会
20 月 議会運営委員会
22 水 全員協議会、令和５年第１回（３月）定例会
24 金 嶺南広域行政組合議会定例会（敦賀市）
26 日 若狭広域クリーンセンター竣工式（高浜町）

27 月 福井県後期高齢者医療広域連合議会定例会（福井
市）、若狭広域行政事務組合議会定例会（若狭町）

28 火 公立小浜病院組合議会

29 水
原子力発電小浜市環境安全対策協議会、若狭消
防組合議会定例会、小浜市漁業協同組合第42
回通常総代会

30 木 道の駅若狭おばまリニューアル工事完成式

4 月
日 曜 行事等内容
6 木 第98回北信越市議会議長会定期総会
11 火 広報委員会

26 水
令和５年度北陸新幹線小浜・京都ルート早期実
現小浜市民協議会役員会、小浜市の歴史と文化
を守る市民の会総会

27 木 令和５年度小浜市老人クラブ連合会総会
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令
和
５
年
第
１
回（
３
月
）定
例

会
は
、令
和
４
年
度
補
正
予
算
お
よ

び
令
和
５
年
度
当
初
予
算
や
関
係

条
例
が
可
決
さ
れ
、３
月
22
日
に
閉

会
し
ま
し
た
。

　
本
紙
面
を
通
じ
て
、年
４
回
の
定

例
会
ご
と
に
、私
た
ち
の
議
会
活
動

の
様
子
を
お
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、限
ら
れ
た
紙
面
の
都

合
で
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

小
浜
市
議
会
18
期
の
任
期
が
４

月
30
日
を
も
っ
て
終
了
い
た
し
ま

し
た
。こ
れ
ま
で
の
本
紙
面
の
編
集

に
当
た
り
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

市
議
会
議
員
選
挙
で
17
人
が
当

選
し
、５
月
１
日
か
ら
19
期
の
活
動

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も「
市
議
会
だ
よ
り
」を

通
じ
て
議
会
活
動
の
様
子
を
ご
高

覧
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。�

（
垣
本
）

18
期
広
報
委
員
長　
垣
本
正
直

副
委
員
長　
　
　
　
能
登
恵
子

委
員　
　
　
　
　
　
下
中
雅
之

藤
田
靖
人

牧
岡
輝
雄

杉
本
和
範

● ホームページを
　ご覧ください
　採決結果や次回定例
会の日程、本会議の動
画配信（本会議終了後２
週間程度で視聴できま
す）など、
さまざま
な情報を
掲載して
います。

新たな議員の紹介
私たち１７人をよろしくお願いいたします。

浦浦
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藤藤
ふ じふ じ

田田
たた

　　靖靖
や すや す

人人
ひ とひ と

小浜住吉 ④小浜住吉 ④

東東
ひがしひがし

野野
のの

　　浩浩
ひ ろひ ろ

和和
か ずか ず

多田 ②多田 ②

富富
と みと み

永永
な がな が

　　芳芳
よ しよ し

夫夫
おお

城内一丁目 ⑦城内一丁目 ⑦

佐佐
ささ

野野
のの

　　達達
た つた つ

也也
やや

小浜浅間 ①小浜浅間 ①

池池
い けい け

田田
だだ

　　英英
ひ でひ で

之之
ゆ きゆ き

門前 ④門前 ④

川川
か わか わ

代代
し ろし ろ

　　雅雅
ま さま さ

和和
か ずか ず

西小川 ②西小川 ②

池池
い けい け

尾尾
おお

　　正正
ま さま さ

彦彦
ひ こひ こ

遠敷一丁目 ⑦遠敷一丁目 ⑦

小小
おお

澤澤
ざ わざ わ

　　長長
な がな が

純純
す みす み

中井 ④中井 ④

岡岡
お かお か

　　泰泰
や すや す

宏宏
ひ ろひ ろ

小浜鹿島 ②小浜鹿島 ②

世世
せせ

戸戸
とと

　　玉玉
た また ま

枝枝
ええ

城内一丁目 ①城内一丁目 ①

今今
い まい ま

井井
いい

　　伸伸
し んし ん

治治
じじ

湯岡 ④湯岡 ④

竹竹
た けた け

本本
も とも と

　　雅雅
ま さま さ

之之
ゆ きゆ き

新小松原 ③新小松原 ③

杉杉
す ぎす ぎ

本本
も とも と

　　和和
か ずか ず

範範
の りの り

堀屋敷 ②堀屋敷 ②

下下
し たし た

中中
な かな か

　　雅雅
ま さま さ

之之
ゆ きゆ き

生守 ⑥生守 ⑥

牧牧
ま きま き

岡岡
お かお か

　　輝輝
て るて る

雄雄
おお

青井 ③青井 ③

任期は令和 5 年 5 月 1 日から令和 9 年 4 月 30 日まで任期は令和 5 年 5 月 1 日から令和 9 年 4 月 30 日まで
議員名の下は住所と当選回数議員名の下は住所と当選回数
当選回数および年齢順に掲載当選回数および年齢順に掲載


